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話型の活用により，相手を意識し，分かりやすく
考えを伝えることのできる児童の育成

【教師・児童双方の自己評価】
学びの変革アンケート項目８（発表の
工夫）
　：教師アンケート・教師ア
　　ンケート共に，肯定的評
      価８0％

80% 63.3 70.6 88.3% B

　前期と比べ，教師の指導に対する意識はかなり向上
している。指導はしているものの，児童自身が他の意
見と自分の意見が似ているのか違うのか，質問なのか
意見なのかといった区別ができていない実態があるの
で，引き続き指導が必要である。また，児童にどんな
話し方ができるようになったのか自覚させることも必
要である。

3 0 0

〇先生方が意識して取り組むことで成果が
表れている。
〇数値に現れない場合もあるので，継続指
導をしてほしい。

・児童が自分の考えを論理的に伝える力を身に付けさせ
るために，話型を使った指導を継続指導する。
・友達の意見が，自分と同じなのか違うのか，質問なの
か意見なのか等，正確に聞く力をつけるために，話すこ
とと聞くことをセットで指導し，友達の意見に対して自
分のコメントが常に言えるよう，聞き方の指導を行う。

基礎力の向上
【学力】
国語科・算数科の単元末テストの平均
通過率85％

85% 81.7 84.7 99.6% B

　目標としていた数値にほぼ達成することができた。
その要因は，各学級で単元末テストを行う前に既習事
項の確認や練習問題に取り組ませることによって定着
させることができたと考えられる。しかし，学力向上
指定地域の取組との両立がうまく実現できなかった。
より効果的に取り組むために，単にドリルタイムの実
施方法の工夫ではなく，授業を改善することと，個別
の指導を充実させる必要がある。特に，家庭での学習
のあり方に課題があるため，家庭の理解を求め，家庭
との連携を学校全体で密にする取組や，個別の指導を
する時間の確保をすることが必要である。

3 0 0

〇学習の基礎基本が将来につながるので，
低学年から丁寧な指導が大切である。
〇家庭との連携を深めながら，家庭の教育
力を高めるよう働きかけが必要である。

・児童の主体的な学びを生み出すような授業改善
を進め，学ぶ楽しさを味わわせる。
・ドリルタイムや家庭学習から児童の理解度を確
実に見取り，個別の指導を充実させる。
・家庭学習のあり方に課題があるため，家庭との
連携を学校全体で密にする取組や，個別の指導を
する時間を確保する。
・ドリルタイムでは，全国学力学習状況調査の課
題を克服するための補充問題を重点的に実施し，
当該学年で付けるべき力が児童一人一人に確実に
身に付くよう，組織的な学力向上対策に取り組
む。

「三つの宝（あいさつ・掃除・時間）」の醸成

【教師・児童双方の自己評価】
（７・１２・３月）
「三つの宝」（挨拶・時間・掃除）ア
ンケート
　：教師アンケート・児童アン
　　ケート共に，肯定的評価
　　８0％

80% 86.9 82.9 103.6% A

　「三つの宝」（挨拶・時間・掃除）アンケートで
は，肯定的評価82.9％と目標を達成することができ
た。掃除においては，児童会と連携して生活目標に掃
除を取り入れた。すみずみまで掃除をすることが低学
年を中心に意識することができるようになってきた。
しかし，掃除道具の使い方や，掃除の仕方が徹底され
ていない実態がある。児童集会などで，掃除の仕方を
全体で示したり，掃除場所の区切りをはっきりさせた
りすることが必要である。引き続きの課題として，
「挨拶」がある。自分から挨拶をすることが難しい実
態がある。児童会の取組をしているときには，改善さ
れるが取組が終わると元に戻る。各学級や集会で指導
しているが，定着していかないのが現状である。

3 0 0

〇いつも気持ちの良い挨拶をしてくれる児
童がいる。挨拶は，人間関係を作る基盤と
なるので自信をもって挨拶ができる子を育
ててほしい。
〇履物が揃っていることから，学校が落ち
着いているとわかる。
〇「三つの宝」が定着していると感じられ
る。家庭で教えてもらっていない子もいる
ので，学校で大切なことを教えてほしい。

・自分から気持ちの良い挨拶が出来る児童を育て
るよう，児童会のあいさつ運動を活用し継続指導
を行う。
・掃除の仕方や掃除道具の片付け方に課題がある
ので，集会で全体に周知したり，掃除リーダーを
中心に見直しが自分たちでできるように指導した
りする。
・三成小「三つの宝」として，大切な文化を守る
意識を作るよう児童会を中心に取組を行う。

自己肯定感の向上

【自己肯定感】
（１１月）
　アセス質問項目（自己肯定感）
　:肯定的評価の割合８０％

80% 78 78 97.5% B

　通信を使って，定期的に学年や学級の様子に加え
て，肯定的な評価を記載することは，ほぼ全てのクラ
スで行うことができた。１１月に実施したアセスにお
いて，「まあまあ自分に満足している」という項目に
対する肯定的な返答をしていた児童の割合は，７８％
であった。前回と同じであるが，5・6年生の数値が５
０％を下回っており，学年が上がるにしたがって，自
己肯定感が下がる傾向がある。教職員全員で，児童の
実態を共有するのはもちろん，教職員間でよいことも
悪いことも同じように指導できるようにしていかなけ
ればならない。また，自分のよいところを表現した
り，友達のよいところを認め合う活動を取り入れたり
することが大切である。

3 0 0

〇児童の良いところを褒めることはとても
よい。一人一人が大切な存在であることを
理解させ，自分を大切にする子を育ててほ
しい。
〇児童の個性や特性を重視し，画一的な指
導にならないように取り組んでいく必要が
ある。

・教職員間で児童の実態を共有し，良いこと
も悪いことも同じように指導できるように指
導の統一化を図る。
・自分の良いところを表現したり，友達の良
いところを見つけたりする活動を全校で取り
組む。
・児童の個性や特性を重視し，画一的な指導
にならないように取り組む。

地域・保護者か
ら信頼される学
校

学校として統一感・一体感のあ
る組織を作る。

保護者との連携を迅速かつ丁寧に行い，職員個々
で差のないようにする。

保護者アンケートで「学校の対応に満
足している」割合90％

90% 87.1 82.3 91.4% B

　情報発信では，学校・学年の通信の発行やHPの更新
などの取組は95％以上で，よくできていた。しかし，
保護者アンケートで「学校の対応に満足している」割
合が82.3％と低かった。原因は，2点考えられる。1
点目は，今年度，学習指導要領の最終移行期間である
ことから行事等の見直しを行い，今年度から変わった
点が多くあったことである。丁寧な説明を意識して
行ってきたが，変更することに理解していただくこと
が難しい保護者がいた。2点目は，職員の不祥事や不
適切な発言等が原因として考えられる。毎月職員で服
務研修を行ってきたが，自分事としてとらえられてい
なかったことを反省しなければならない。来年度は，
研修の内容や服務規律の徹底など見直していきたい。

3 0 0

〇運動会や学習発表会など昨年度と変わっ
た点が多くあったが，丁寧な説明があり大
変良かった。多くの人は理解が得られてい
ると思う。
〇「働き方改革」が世の中で浸透してきた
が，先生方に負担がないようにしてほし
い。時にストレスチェックも必要である。

・積極的な情報発信に努め，児童の頑張っ
ている姿や校内の取組をタイムリーに伝え
ることができるように取り組む。
・信頼される学校を創造するために，変更
点について丁寧な説明を行う。
・職員の不祥事防止に努めるため研修の見
直しや服務規律の徹底を図るとともに，ス
トレスチェック等で職員の心身の健康を図
る。

　

・握力を高める「遊び」の経験が不足
している現代にあっては，握力向上を
長期的な課題として，次年度も引き続
き重点として取り組んでいく。
・ジャンボ昼休憩等，外遊びを奨励す
る活動を全校で取り組む。

3 0 0

〇児童の遊びが時代とともに変わり，握力
を鍛えることが日々の生活では難しい。ハ
ンドグリップチャレンジやタオルチャレン
ジなど遊びながら鍛える取組は良いことで
ある。
〇ジャンボ昼休憩は，集団で外遊びをする
ことができ，体力向上につながるだけでな
く協調性を育てることもでき大変良い。

　　　　　　　　　　　　【自己評価　評価】
　　　　　　　　　　　　　Ａ：１００≦（目標達成）　　　　　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００
　　　　　　　　　　　　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　　Ｄ：（できていない）＜６０

【外部評価】　イ：自己評価は適正である。ロ：自己評価は適正でな
い。　ハ：わからない。

　本校の課題である握力の数値の向上においては,昨年
度から取り組んできたハンドグリップチャレンジに加
え,2学期より始めたタオルチャレンジの二つの取り組
みを継続して行ったが，目標値の９０％を達成するこ
とができなかった。その要因として考えらるのは，ハ
ンドグリップチャレンジは，休憩時間に児童が自主的
に行う活動として仕組んできたが，高学年の参加率が
非常に低い。いろいろな行事に向けての準備などで休
憩時間がなかなか確保できない現状があった。2学期
からタオルチャレンジを全校で取り組んだが，児童全
員が主体的に取り組んでいたか，また取り組ませてい
たかが課題である。来年度も引き続き握力向上の取り
組みを通して，児童の体力向上を図っていきたい。

握力の数値が向上した児童の割合９０
パーセント

90% 65.7 78.9 87.7% B

活
気
と
笑
顔
あ
ふ
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る
学
校

主体的に学び、
自分の成長が実
感できる児童の
育成

授業改善により学力を高めるこ
とを通して，児童の学ぶ意欲を
高める。

組織的な取組を通し，児童の自
己肯定感を高める。

生活習慣の改善を通して，児童
の気力・体力を高める。

体力の向上を図るために，遊びを通して体力つく
りの習慣化を図る。
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令和元年度　学校評価表　

学校教育目標 夢チャレンジ　　～かしこく　やさしく　たくましく～

a 　ミッション
小中連携を核とした組織的な研究による学力向上

～NIE教育の充実・発信～
a 　ビジョン

活気と笑顔あふれる学校
〇児童の自己肯定感を高める学校　〇職員がやりがいをもって働ける学校　〇保護者が子供を安心して通わせる学校

様式1


